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HAJは 、一人でも多くの意欲ある登山者にヒ

マラヤ遠征の機会をと、1977年 以来、 4度にわた

り延べ∞名近い会員をヒマラヤ登山学校隊として

派遣してきました。このヒマラヤ登山学校は、確

かな技術と経験を有する指導者 (イ ンス トラクタ

ー)の統括のもとに、安全かつ確実を第 1に でき

るだけ多 くの隊員が頂上に立つことを目標として

実施するものです。

国内における企画・ 研究・ 準備実務からはじま

り、登山現場での高所登山技術の習得、帰国後の

総括・ 報告までの遠征のすべての過程に隊員が参

画 して行なうことをモットーにしております。

81年は、日本のヒマラヤ登山が初まって45周 年

にあたります。HAJ登 山学校はその発祥の地、

ナンダ・ コットで行なう予定です。

ナンダ ●コットはイ ンナー・ ラインにあり、未

解禁のピークですが、HAJの 特別な活動により

実現する見通 しであります。渉外上、メンバーを

早 く確定させる必要がありますので、できるだけ

早 く申しこんで下さい。

目的 ①ナンダ・ コット(6,861■ )の登頂。

② ヒマラヤ登山の基礎習得

時期 1981年 9月 14日 (日 )～ 10月 12日 (日 )

29日 間 (登 山期間 15日 間)

負担金 69万 円 (航空運賃、他の変動によリスラ

イ ド)

定員 隊員20名 (申 込順)イ ンストラクター 4名

申込み 19∞年 8月 31日 まで下記あて申込むこと

(詳 しい資料を送ります。)

0160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1 淀

橋食糧 ビル新館506 日本 ヒマラヤ協会

日藍目 マチャプチャレとヒウンチュリ
水野 治郎
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連載 ≪16≫
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 ▼ ラヤ放談
近年インドに旅行する人が増えつつある。 1度

行ってからその魅力に取り付かれ、何度も訪れる

リピーターも多い。多くの人種から成る広大な国

インドは、多 くの魅力を秘めている。

ロマンの国、神秘の国と言われるインドである

が、インドの観光に関しての質問に答え、ア ドバ

イスする、政府観光省の東京案内所があることは

以外と知 られていない。

今月は、インド政府観光局東京案内所のパプリ

ックリレーション担当の豊島範子女史に、東京案

内所の仕事の内容やらインドの話をお伺いした。

豊島 範子

イン ド観光の窓ロ

―
インド政府観光局の東京事務所は、いつ頃

開設されたのですか ?

豊島 現在、東京にある外国関係のツー リス ト

オフィスは30～ 40あ りますが、その中でも古い方

で16年 前に開設しました。

一 どのような仕事をされているんですか ?

豊島 観光局ですか ら、その国の観光を促進す

るという事になるんですが、具体的に言うとイン

ド観光の全ての質問にお答えします。また、お客

様を喚起するためのプロモーションがあり、一般

に対して新聞,TV等 のマスメディアを通して、

インドのタベとかインド講座を設け、利用しても

らい、正 しいインドを知ってもらうことです。

一
そのプロモーションは、一般の方に対 して

だけなんですか。

豊島 いえ、一般の方だけでなく、 トラベルエ

ージェントさんに対しても行ないます。一般の方

と、エージェントの方に並行 してやるのが望まし

いわけです。

エージェントに対しては、資料の提供,旅程制

作の相談, その他の協力や、社員教育が必要な場

合はセ ミナーも開きます。

ポスターやパ ンフレットは豊富に取り揃えてあ

りますし、一般の方にも、エージェントさんにも

差 し上げております。

それか ら、フィルムもある程度個人ではなく、

団体の方なら、一般の方にも貸出しております。

但し営利目的では困りますが。

―
イン ドの夕べなどは一般の方を対象にして

いるんですか。

豊島 主な場合は一般の方です。去年は 9月 ～

10月 初めにかけて、東京以西の地区で開催 したん

ですが、 まあまあ好評でした。インドのダンスグ

ループと、フィルムとスライ ドの 1時間半ほどの

ショーだったんですが、イ ンドのタベは定期的と

いう事でなく、必要に応 じて開催 しております。

一 定期的には何か催しを行なっているんですか。

豊島 インド講座を毎月ないし隔月位で開催 し

ています。ある程度インドに関して著名な方を講

師にお招きして、イ ンドに行ってみたいなと思う

ようなテーマを選んで 1～ 2時間位話 して頂きま

す。

一
インドの夕べやインド講座を事前に知るの

にはどうすればよいのですか。

豊島 新聞に広告を出すような事はしませんが

読売新聞の日曜版には必ず出ます。大手の新聞に

はお知 らせは出すんですが、必ず取 り上げられる

確証はありません。

一
ところで、ここの事務所のスタッフを紹介

していただけますか。

豊島 インド人 3人 と日本人とで計 8人です。

ボスはミセス・ ブイ・ パ ンディです。 5代 目所長

で女性では初めてです。

一
業務時間は、

豊島 月曜日から金曜日までで、 9:30～ 17:

30ま でです。尚、昼も業務を行なっていますので、
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利用で きます。

ビザの取得は難 しくない

― イン ドの ビザについてちょっと説明してい

ただけますか、取得方法やら注意点など。

豊島 イン ドの場合は観光ビザとエンメリービ

ザですね。普通の観光ですと、 トレッキングまで

合めてツー リス トビザでよい訳です。30日 以内の

滞在だったらノービザです。但 し条件があり、 6
ケ月に 1度 しか適用されないことです。というこ

とは、過去 6ケ 月のうちに 1度入国 していれば、

たとえ 1日 でもビザを取得しなければなりません。

それからもう一つ、飛行機で入出国しなければ

なりません。

一 観光 ビザの取得するのにどの程度時間がか

かるんですか。

豊島 取得は割と簡単で最低 2日 で取れます。

但 しシーズンによりますけど。

東京の人で したら大使館,大阪の人でしたら神

戸の領事館で取れます。申請に必要なものはパス

ポー トと、写真が 3枚です。写真はスピー ド写真

で大文夫です。それに往復の航空券、航空券がな

い場合はコンファーメーションス リップというも

のをエアラインで出して くれますので、それで良

い訳です。片道の航空券きりない人は、800 US$

の トラベラーズチェックを提示することとなって

います。

一 観光 ビザの延長はどうなんですか。

豊島 ええ延長はできます。ビザの有効期間の

倍位は現地で申告すればできます。

観光 ビザの最高は 3ケ月ですが、さらに 3ケ 月

延長できるかどうかはケース・ バイ・ ケースでな

んとも言えません。

一
ビザの延長は 1回限りですか。

豊島 1回限りです。

一 空路で入国する場合は30日 間まではノービ

ザな訳ですが、陸路の場合はどうなんですか。

豊島 陸路の場合は、必ずビザを取得しなけれ

ばなりません。

一
エントリー・ ビザの場合はどうなんですか。

豊島 登山の場合ですとエントリー・ ビザが必

要ですね。この場合、ビザの前に IMFの登山許

可が必要です。ですから登山許可申請と同時に登

山隊の ビザを申請し、登山許可がおりると大使館

の方に連絡が来てエン トリー・ ビザが取れる訳で

す。

―
エントリー・ ビザを取得するのに、以前は

約 3ケ 月位必要だったんですが、今でもその位か

かるんですか。

豊島 そうですね、今でもその位 じゃないんで

すか。でも最近登山も トレッキングも制限地域が

緩和されましたでしょう、ですから許可も割とス

ムーズに行 くようにはな っているようですができ

るだけ早 く申請なさった方が無難だと思います。

入域制限地域は 3ケ所

―
その他ビザを取る場合の注意点があったら。

豊島 特に注意点とい うのはありませんけど、

インドの場合、制限地域というのがありまして(

まった く入れない地域を除いて前もって許可を得

なければならない地域が 2,3あ ります。

一 その制限地域とはどこですか。

豊島 シッキム,ベ ンガル湾にあるアンダマン

諸島, アラビア海にあるラクシャティーブ、の 3

ケ所です。但しこれはあくまでも観光の場合で、

登山の場合はまったく別です。

一 まったく入れない地域は。

豊島 観光にしろ何にしろ、インナーラインと

は関係なく国境周辺はダメです。パキスタン,チ

ィベット, ビルマの国境周辺など。

一
アッサムに入るのに許可はいらないんです

か。

豊島 カジュランガヘ行 くのにカルカッタから

指定されたルー トに従って行 く場合は許可はいり

ません。

指定されたルート以外や、 1週間以上の滞在の

場合は、カルカッタの州政府で許可を取る必要が

あります。
~シ

ッキムの場合はどうなんですか。

豊島 観光の場合は 4日 間取れますが、その以

上は無理です。 トレッキングの場合は15日 位かな。

但し条件があり、グループで しかもリエゾン●オ

フィサーを付けなければなりません。

シッキムは、観光自体が許可が必要ですので、
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トレッキ ングも限 られた地域だけになります。

カルカッタ.は インドの縮図にあらず

一
豊島さんは何度かインドに行かれている訳

ですけど、非常におもしろいと思われた所、興味

を持たれた所などお話 していただけますか。

豊島 完全に個人的にでよいですか。

一
はい、結構です。

豊島 かなり難 しいですね。インドというのは

日本の 9倍から9倍半はあるという大きな国です

し、日本と違って多種民族があり言語も多 くあっ

てイン ドを成 している訳ですので、風習文化も異

な り、各々におもしろさが違うので、イ ンドの良

さを一言で説明するのは不可能に近いですね。

例えば、カルカッタがインドの縮図であるとか、

ベナ レスがそうであるとか言いますが、私は頷け

ません。人種から言語から様相までそれぞれの地

方によって違 う訳ですよね。ですからイ ンドのお

もしろさというのは 1つ として同 じ様相がないと

言うことにつきると思います。

一
推奨されるような所がありました ら。

豊島 インドに行 くのに特別なルールも何 もな

いのだから、来たから行かなきゃならないという

事 もないし、 1ケ 所 しか行ってなくてそこしか好

きでないと言う人もいますし、そこが好きだから

何度 も行 くという人もいます。それはそれでいい

と思います。

けれども、それはあくまでその人が行った時点

で見たものだということをわきまえていれば、そ

の人のインドというのは語れると思うし、どんな

形で見ても、その人にとって興味のあるもの、場

所であれば、その人のインドであると思います。

HAJさ んの場合は、山関係が非常に多いので、

本当なら山の方をお勧めすればいいんでしょうが、

私は トレッキングというのは
(`山

くず し"に行く

ものだと思っていますので。 (笑 )

一
山と関係な くても結構ですから。

豊島 これから行って良 く見てきたい所がある

んですけどね。それはラジャスタンです。北西イ

ンドのパキスタンとの国境近 くの砂漠地帯で、ジ

ャイプールが州都の所です。

ジャイシャルメールとかラジプー トなんかは、

非常に勇敢な部族のいる所なんですが、ラジャス

タンという名前はラジプー トの国とい う意味 らし

いんです。勇猛果敢な部族の伝説があったり、そ

れから何となく男性的ですよね。女性向きではな

いかも知れないけれど、いわゆる
ttロ

マン"と い

う言葉にふさわしい場所ですね。

一
そうしますと、インドというのは非常に広

大な地域ですし、それぞれの地域、地域にすばら

しい魅力があり、インドを訪れる1人 々にとって

それぞれのインドがあるという事ですね。

豊島 そうですね。それでいいん じゃないかと

思いますね。

― 最近、原点に帰ると言 うか、神秘的な人間

の生活と言ったような観点からイン ドが見直 され

ているんではないで しょうか。

豊島 そうですね。そう言う事もあるし、やっ

ぱリインドというのは不可解だから神秘だという

ような理解のされ方 しかされていないと言いきっ

ちゃっても良いかもね。一般的に言って。

だけど、行ってみると自分が哲学的な人間 じゃ

ないからかも知れないけど、別に神秘 じゃないん

ですよね。あ くまでも彼らの生活であるんですか

ら、それが不可解だから神秘だというのはちょっ

と賛成できません。

ですか らそういった特殊性に興味を持 った人で

なければ行けないとか、一般の方でも私はインド

向きじゃないという人がいますけど、そうじゃな

いんですよね。ですけど残念ながらまだそういう

のが強いですね。

一
そうですね、インド興味を持 っているのは

特殊な人達だといわれますね。

豊島 そんな意味からも、インドは非常に広い

し、あれだけの多様性を持っている国ですか ら、

いろんな魅力があるし、やはり1度行ってみると

いうことですね。

イン ドに行 こうとされる方に対 して、いろいろ

とア ドバイスするのが私共の仕事ですから、どし

どしご利用下さい。

一
もっとお伺いしたい事もあるんですが、今

日はお忙 しいところ本当にありがとうございまし

た。

(イ ンタビュー 松本正城 )
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《インド》

アッサムの政情不安

政情不安のアッサムに 4月 当初軍隊が派遣され

4月 7日 インド政府.は 同州の基幹産業のス トライ

キを禁上し、前々日の 5日 にはアッサムを「混乱

地帯」(Troubld Area)と 宣言した。一方学生の

指導者はこれに従わず、 4月 7日 ガウハティGau―

haiの 高等裁判所はアッサムに対するインド政府

の「混乱地帯宣言」の一時停止を命じた。4月 12

日にはガンジー首相が現地で全アッサム学生連盟

の指導者と会談したが、学生側は政府側の申し入

れを拒否し、抵抗とインド各地への石油供給停止

を続けると発表した。 4月 19日 にはガウハティ近

郊のナレンギNaen」 の石油施設の ピケットと機

動隊が衝突した。 4月 17日 のアッサム政府の発表

によると、それ迄に 100人以上の役人が学生運動

に加担 したかどで停職になり、更にその数は増加

する由。同19日 にはインド政府は軍政をしくこと

にした。石油関係労働者のス トライキの結果アッ

サム州は石油不足となり、州政府は4月 23日 中央

政府に対して石油の緊急供給を求めた。翌26日 に

は石油施設にピケットをはろうとする者と警官が

衝突し、多数の死傷者や逮捕者を出した。

(日 印協会々報 5月 号から)

映画「音楽の大陸‐―インド」

「ゴーダマという男―仏陀の生涯」

一日本映画研究所製作

6月

"～
27日 午後 1時～ 4時半 新宿・紀伊国

屋ホールで上映。

「音楽の大陸」は上映時間∞分。ィンド音楽の

精髄をガンガの流れを背景に、素晴しいカメラフ

―クで見せる。

「ゴータマという男」は、仏陀の生涯を追って

インドの農村、風物が紹介される。

照会先一日本映画研究会 (03-“1-5430)

①黒田壽郎,「イスラームの心」,中央公論社 ,

19∞。 4,208P, 420円 ,(中公新書572)。

②溝上富夫,「 H血li(ヒ ンディー語)」 ,東京

外国語大学アジアアフリカ言語文化研究所,19∞

・ 2, 43P,非 売品,(ア ジアアフリカ文法便

覧,NQ.130)。

③種智院大学第一回ラダック調査団・ 編,「 ラダ

ック調査団報告書・ 第一回 (1978)」 ,京都,種

智院大学密教学会インド・ チベッ ト研究会,1979,

106P,非 売品。

④共同通信社。編,「 シルクロー ドの旅一 砂と

緑と太陽と
一

」,共同通信社,198005,199
P, 3,700円 。

③ スウェン・ ヘディン/文・ 画, ヨースタ。モン

テル編,金子民雄・ 訳,「ヘディン素描画集」,

自水社,1980。 4,241P,6,800円 。

③ア リー・ AOア ル=ダ ッファ著/武陽良一訳,

「アラビアの数学
―

古代科学と近代科学のかけ

はじ
― 」,サ イエンス社,19∞・ 3, 132P,

1,200円 ,(サ イエンス叢書,N-4)。
⑦出海栄三,「山岳遭難の死角

―
続・ 死なない

ための発想転換入門
一

」,岳 (ヌ プ リ)書房 ,

198004,VШ ,278P,1,400円 。

③蛯原徳夫,「ロマン・ ロランとタゴール」,第

二文明社,19∞ 04, 194P,480円 ,「 レ

グルス文庫 120)。

①ヴァール ミーキ,岩本裕・訳,「 ラーマーャナ」

平凡社,19∞ 。4,Xi, 350P, 1,500円 ,

(東洋文庫 376。 金七巻中第一巻)。

⑩季羨林,「夢摩街那初探」,北京,外国文学出

版社,197909, 152P,0。 37元 =190
円,(初版 5,000部 )。 (中 国語版。内容=ラ

ーマーヤナ解説)。

①喬蒸,「国外西蔵研究概況 (1949～ 1978)」 ,

-4-



■■■: HIMALAYA NEWS
北京,中国社会科学出版社,1979・ 7, 389P,

1.25元 =750円 。 (外国研究中国叢書。初版

二13,500部 )。

⑫榎一雄・ 編,「敦燈の自然と現状」,大東出版

社, 19∞ o ,    , A5, 6,000円 ,(講

座・ 敦建,第一巻)。

⑬渡辺龍策,「万里の長城 一 攻防戦史 一 」 ,

秀英書房,19∞・ 3,306P, 1,400円 。

⑭藤江幾太郎,「藤江幾太郎 一 山の画集 一 」,

北荘画廊/製作,山と渓谷社/発売,19∞ 05,

88集 ,16P,6,000円 。

⑮石川貞昭,「子連れ山旅日記」,山と渓谷社 ,

1980・ 4,253P,880円 。

⑩村井葵,「幻想とマラヤ」,中央公論社 ,

19∞・ 5, 248P, 320円 ,(中公文庫

M125〉 。

①宮坂宥勝,「インド仏跡の旅」,人文書院 ,

198005,279P, 1,600円 。

⑮王重民 0編,「敦建古籍叙録」,北京,中華書

局,197909,384P,1.40元 =840円 。

(中国語。初版 7,000部)。

⑩≪沙俄侵略中国西北辺彊史≫編集組・ 編著 ,

「沙俄侵略中国西北辺彊史」,北京,人民出版社,

1979・ 12, 456P, 1.35元 =810円 ,(中

国語。初版 10,000部)。

④千種義人,「オ リエント」,文化総合出版 ,

198002,146P,4,000円 。

②井筒俊彦,「イスラーム哲学の原像」,岩波書

店,19∞・ 5, 210P, 320円 。 (岩波新書

一黄版-119)。

②真鍋俊照・ 前田常作,「 インド・ 西チベット・

洋 山岳書古書 0新書 醗渠
○取扱書一世界全域山岳・探検・紀行・報告書。

◎探求書がございました らお知らせ下さい。探

します。

◎洋山岳書でご用済のものがありましたらお譲

り下さい。誠実評価。

カタログご希望の方は、郵券¥200分 同封ご請

求 下 さ い O           〒 151東京都渋 谷区代 々本

堀 内 章 雄 登山とスキーの1)i満
9

8370-1100

ネパールの旅」,六興出版。19∞・ 5, 194P
l,900円。

④野口冬人,「通いつめた我山々」,現代旅行研

究所,19∞・ 6, 278P, 1,600円 。

②斉藤吉史,「インドの現代思潮」,朝 日新聞社

19〔Ю・ 5, 273P+V, 1,600円 。

HAJ事 務局体制

0職員  松本正城氏 山森美智子氏が職員とし

て勤務しています。事務局長の山森欣一氏

は、現在カンチェンジェンガ偵察隊長とし

てネパールにおり6月 に帰国します。帰国

後は山森美智子氏と交代します。

。執務時間  月曜日～土曜 日まで、午前10時 か

ら午後 6時までオープンしております。

。会議等での利用  会員内外に会議室をオープ

ンしています。利用の場合は事前に御連絡

ください。なお、会員外の会議は有料です。

※場所

国電「高田馬場」駅、または、地下鉄東西線

「高田馬場」駅から早稲田通りを徒歩 7分、

淀橋食糧ビル別館 5階です。表通りに面して

ますが、「西村フトン店」という看板 (右側

)が 目標になります。

どうぞ、気軽においで ください。

-5-



その 1

北海道岳連が明春のコンガの準備を進めている。

ことから、中国の山について書 くことになったが

こんな気の重いことはない。この広大な中国の、

しかも未登峰や未知山域の多い地域を簡単にまと

めて理解 していただ く知恵を持 ち合わせていない。

とりあえず、今後、中国の山の情報を得たいとい

う人への参考資料を提供することにしたい。

(1)解禁された山

中国の地図を拡げて見よう。北西部のタリム盆

地の北側に天山山脈がある。その東端、ウルムチ

の東側に (新彊ウイグル自治区)1現在解禁 8峰 (群 )

の最も低い 1座がある。

・ ポグダ峰 5,445π (Bogda博格込山)

旧名 Bogdo 01a.19慇 年シプ トンが試登して

以来の登山記録を知らない。

この盆地の西南面に長大な夢のクンルン山脈が

ある。西側はパ ミール高原の東端を形成 しているc

●コングール峰 7,719π (旧 Konglr― Ⅱ、公

格雨山) 解禁峰唯一の未登高峰。我々の第

一希望であったが許可は明年夏の英国隊、明

年秋の京都カラコルムクラブに下 りた。

●コングールチュビェ峰 7,595π (Kongur

TubO公格商九別山.1日 Konttr― I)。

'56中 ソ合同隊初登、'61中 国女性隊第
・
2登。

●ムツターグアタ峰  7,546π (Muztagata、

慕士塔格山)'56中 ソ合同隊初登、'59年 中国男

女混成隊第 2登。

このコンロン山脈と大ヒマラヤ山脈に挟まれた

中国の山へのアプローチ

阿部  淳

地域がチベット自治区で高峰、未登峰の宝庫であ

る。

●チ ョモランマ峰 8,848π (QOm01angma.

珠穆朗馬峰、別名Everest)

今春 日本山岳会ほか許可相次 ぐ。

●シシャパンマ峰  8,012π (XⅨabangma.

希夏邦馬峰、別名G)sainthan)

'64中 国隊初登。今春西独隊、今秋オース ト

リア隊、明春日本女子登攀クラブに許可)

このチベット自治区の東側に二つの省が隣接し

ている。その北側が青海省である。

●アムネマチン峰 7,160π (Anyemaq6五 .

阿尼馬卿峰)

'60中国隊初登。明春上越山岳協会に許可。

青海省の南に四川省がある。

●コンガ峰 7590π (Gongga.貢 唖山、

別名Mhya GonK額 )

'32米 国隊初登、'57年 中国隊第 2登。今秋米

国隊、来春北海道岳連、来秋市川山岳会に許

可。

以上でコンロン山脈の核心部とチベ ットの大部

分を除いて、中国の高峰 8座が解禁されたわけで

あるが、衛星峰 (stter perks)も 許可されるの

でその範囲に関心が持たれる。最近中国側の許可

は早いので、外国隊をも合めて以上の外にも許可

が与えられているものと思う。一説によると

“

年

まで満杯ともいう。どの隊も初登外のルー トを狙

って偵察の準備を進めているので今後の展開が楽

しみである。

-6-
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(2) ffi*,nazla-7.
以上の 8座は殆んどが既登峰であり、その概要

を知ることは難しくない。邦文の文献として、深

田久弥氏の「 ヒマラヤの高峰」にすべて取上げら

れているし、その参考文献から和洋書の所在を知

ることもできる。 しか し新ルー トをさぐる場合は、

写真も乏しく、山岳地図も存在 しないので厄介で

ある。ましてヒマラヤ諸国の国境の山々や未踏峰

など中国の山全体を知ろうとするとす ぐ情報不足

という障害に突き当たる。吉沢一郎氏の労作であ

る高山表や概念図を見ても、チベ ッ・卜高原に十数

座の7,000π 未登峰があり、ブータン国境にも同

程度の 7,000π峰がある。そのほか無名峰も点在、

6,000π 峰は知る術もないとなると興味は轟きな

いが、紹介された山はごく一部にすぎない。知ろ

うとするほど山は遠 くなる。古い探検の歴史と原

典入手の難 しさ、山の存在確認すら容易でない広

さと複雑さ、未解明地域の多さ、地図や写真など

の情報の乏しさ、それに中国語地名の難しさなど

障害に先を拒まれる。しかしそれだからこそ中国

の山は魅力があるのだと言ぇよぅ。ここでは研究

の導入部分を示 しておきたい。

①どんな山があるか

・ 現代アル ピニズム講座別巻「海外登山と世界の

山」 (あかね書房 昭和44年 ) 吉沢一郎編

.『 世界の山々』

・ 「世界山岳百科辞典」|(山 と渓谷社 昭和46年 )

『海外主要山岳高度表』

この二程を補完させつつ中国の山を ピックアッ

プしてみる。未・ 既登の確認は、

・ 「世界山岳百科辞典」吉沢一郎・ 中島寛編『 ヒ

マラヤ登山史年表』

●「ヒマラヤ、第二の極地」(白水社 昭和53年 )

『初登頂 リス ト』

が手近であろう。また中華人民共和国が誕生 した

19“年以降は、中国とソ連のみ、また1960年 以降

は中国だけの登山となる。その記録は、

。「中国登山研究」 (上越山岳協会 昭和50年 )

にまとめられている。山の存在を知ったところで

いかに未登峰が多いかを改めて知らせられる。

②どこにあるか

完全な山岳地図、分布図は乏 しい。

・ 「世界山岳百科典」 (前掲)付録の「世界山岳

地図」のうち、吉沢一郎氏作図『 ヒマ ラヤ』『パ

ミールとその周辺』

は唯一の山岳図 (北東部は欠ける)と言えよう。

さらに標高や地形を明 らかに知るためにはつぎに

よるしかない。

・ 米海洋測量局発行<ONC>1/100万 (Op‐

aatiOnal Navigation Chart)

0米国参謀本部発行<GSGS>1/100万
いずれも山名は不明で標高もフィー ト標示なの

でメー トル換算が必要であるが、高度と位置を確

認 し地形概念とアプローチを知るのに都合がよい。

・ 米国空軍 (USAF)発 行の Rlotage Chart

1/50万 には<TPC><PC>の 二種ある。

これも山名不明でフィー ト標示であり、アプロー

チの細部を知るには良いが大き過ぎて扱いづ らい。

とも角、地図による確認はこれ しかない。

③どんな山なのか

順序が逆になったが、いよいよ探検・ 登山の人

跡を辿り記録を調べる段階である。今回の許可峰

とグルラ●マンダータ, クンル ン, カイラス, ナ

ラカンカールは「 ヒマラヤの高峰」で記録の概要

や文献を知ることができるし、ニェンチェン 0タ

ングラは中国隊の記録がある (も う一つ、スンヤ

トセンはソ連の記録)。 それ以外は、探検家の記

録を洗うしかない。まず概要を知 る方が早い。

・ 深田久弥「中央アジア探検史」 (白水社 昭和

46年 )

は貴重であり、主要な探検家の概要が足跡図と共

に描かれている。写真も楽しく、文献も貴重であ

る。さてこの入口から奥に、ヘデイン中央アジア

紀行全集 (白 水社)や西域探検紀行全集 (同 )を

はじめとする莫大な紀行や自伝が待ち受けている。

古い文献や原書は容易に手には入 らない。著名な

研究家や国会図書館にお世話になるしか方法はな

い。これらの記録から地域を知り、山の存在や様

子をうかがうことになるが、それを先に挙げた地

図で位置確認してはじめて山が明確になる。吉沢

氏の概念図もこうして作成されたものであろうし、

高山表のデュプレイ (Dupbx‐ Range)8,000π

も、双方のアプローチによる確信のもとに挙げら
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れているものと思う。

④その他

中国の山脈または山の概要については

●ベースボールマガジン社「世界の山岳」 (昭和

54年」の『中国の山』 (田 山勝氏)

0日 本ヒマラヤ協会「中央アジア●シルクロード」

(昭和52年)

が要を得ている。地理 (含気象・ 風土)に関して

は少なくないが。

・ 帝国書院「中華人民共和国地図集」 (昭 54年 )

は中国出版社による日本語版で詳しい。気象につ

いてはアジア大陸、ヒマラヤ全般の中でとらえな

ければならない。以前に本誌で文献を紹介 した記

憶があるが、最近のものでは、

・ 学研「世界山岳地図集成、 ヒマラヤ篇」の『 ヒ

マラヤの気象と氷河』 (上 田豊氏)

がある。広域気象を理解しつつ「アジアの気象」

(古今書院 昭和36年)、 理科年表 (丸善)で月

々気温と降水量を調べて先の地図集のデータと併

せて分布図を描いてみるとよい。高山では降水量

の他に融水を充分に考える必要があるから、登山

記録に充分注意を払う必要がある。中国の山も特

´

′

′

に注意したい。

写真は中国より幾つか提供されているが殆どが

既登峰である。過去の探検家・ 登山家の撮 した写

真、カラコルムやネパール側から撮影 した国境沿

いの山や若干の空撮写真などに注目してよいが、

これらも一部の地域に限 られる。ともあれ今後が

楽しみである。

(3)中 国へのアプローチ

5月 に発売された「岩と雪、75号」に中国登山

レギュレーション全文が紹介された。これを前提

として、わた し達の体験を綴ってみたい。

①申請から許可取得まで

私たちの場合は規則発表の前でもあり、現在と

は若千の相異があるかも知れない。

●譴・ 5 日中友好の船訪日団長に依頼書提出

・ M011 岩見沢市民友好団訪中の際、中国登山

協会王秘書長に会見、計画書を提出す

る運びとなる。以上いずれも、日中友

好協会道支部の仲介による。

●54・ 12 登山計画概要を提出 (希望三峰)

05502 第 2希望に許可 して良い旨、通知。
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055・ 4 正式申請書提出

●5505 議定書に調印

隊の許可 tど優先順位があるかどうかは不明であ

るが、 't友好 "と (`熱
意 "は欠かせないと思 う。

②許可峰について

解禁 8座のうちの二峰に「およびその衛星峰」

とあるが、他についても、その山の地図に記載さ

れている山または標高標示のある山に許可を与え

るというのでアプローチする価値はあろう。 どの

地図を指 しているかは不明。また地図に記載され

た 1ピ ークおよび頂上に至る1ル ー トについて、

1登 山料が必要であるが、それは他の隊にも許可

を与える場合があるか らとの理由である。つまり

同時に他の隊にも異な ったルートで許可す ること

を意味すると見てよい。

③議定書調印

これを以って正式許可となる。これは単なる形

式的調印ではなく詳細打ち合わせの場でもある。

隊の行動内容、双方の質問や要望事項について

の質疑応答。輸送 (日 程、手段)や協力員必要数

を含めて「経費徴収に関する暫定規定」に必要な

すべての検討と費用計算。議定書および付属書 (備

忘録)に記載する事項の検討など、あらゆる事前

打合わせをおこなう。先方は中国登山協会副主席

史占春氏ほか秘書、通訳を含めて 4,5名 で、大変

協力的友好的かつ紳士的におこなわれるという。

記載事項についても決 して一方的押しつけではな

く双方が理解納得した上で決められる。

④規則について

基本的な原則は当然守らなければならない。し

かし規定は、内容は厳 しいがあくまでも規定であ

り原則であり '(弾 力的な運用 "は あり得るという。

実情にマッチしないこと、無理なことについては

充分に配慮して くれる。例えば隊員の変更、費用

の支払時期 (分割)、 ルートの偵察後の決定など

こちらの要望を受け入れてくれている。

⑤費用について

中国登山は費用がかかるという声を聞く。それ

は経費規定にある通り事前支払費目が多いからで

もある。また他の地域のように、協力員を省いた

り、安い宿や露営を利用 したり、輸送手段や食糧

をネギったりできないか らでもあろう。 しかし中

国の場合は
t(国

家の名において責任をもって保証

する"と いう立場か以、交通手段、協力員 (高所

員から馬方まで)、 宿舎などを完全に手配 して く

れる。これらの トラブルは一切起 こりようがない。

それに、中国の厳 しい現状、登山隊への手厚い接

遇、 tt請負い "と して必要な人件費、国としての

体面などを考えれば止むを得ない と言えよう。

なお交通手段などについても節約の方法も教え

て くれ、予算立案の手助けもして くれるという。

コンガ峰の場合の経費規定の試算では、20人で約

1,600万 円、偵察隊 4人で400万 円であった。

③将来の解禁について

恐 らく外国登山隊の安全も保証できることが大

前提となろう。従って国境問題・ 軍事問題・ 不明

の地域・ 交通輸送・ 宿泊施設などが検討され安全

性が確保された山か ら解禁となる可能性がある。

現在解禁されている山が既知の山であることもこ

れでうなづける。その点から推測すれば、アプロ

ーチに問題のない山、さらに友好国との国境上の

山などが可能性があるのではなかろうか。夢のク

ンル ン山脈も幻のデュプレイもまだまだ先のこと

かも知れない。 (こ の項は、議定書調印に参加 し

た友人からの情報をもとに私個人の立場で書いた

ことをお断りしておきます。)

(HAJ会 員)

カンチエンジユンガ遠征隊

募金について

1981年 HAJが 主催するカンチェンジュン

ガ遠征隊は、 8,500π 三山を縦 走すると言う

空前絶後の計画です。HAJ会 員の一人一人

の皆様のご協力を是非お願い申し上げます。

≪ 募 金 要 領 ≫

・ 金額  1日  1万円

・ 払込  日本 ヒマラヤ協会 (カ ンチ )
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その 2

魅惑のモンゴル

(1)は じめに

今、モスクワオリンピックの参加、不参加が、

問題視 されている。ある人は、スポーツに政治や

国家権力の介入は不当であるという。しかし、登

山の世界に、その国の政情や国情が無関係であっ

た例はあまりなく、常に海外登山はその影響を受

けている。モンゴル登山も然 りである。

「 ヒマラヤ」の編集部より「モンゴル」につい

ての案内か紹介を書いてはしいとの依頼を受け、

困惑してしまった。出来れば、入国・ 入山方法と

写真・ 地図も付記 してほしいとの話しである。が

それ らを一番入手 したいと思っていたのが、私な

のだから困るのが当然であろう。

一つの山が一段落し、次の夢は「ワハ ンの山」

か「アンデス」か、あるいは「 シルクロー ドの天

山」か、それとも近 くの「国後島の爺々岳」かと

考えた末に、次の目標を「モンゴル・ アルタイ山

脈」に定め、仲間数人と月一回の集会をもち調べ

始めたのではあるが、情報過多の他の山域とは違

い、得たい情報や資料を思 うように収集出来ない

まま数年が経過 している。やっと苦労 し、見つけ

た資料も、戦前の内蒙古のもので、外蒙古、即ち

モンゴル人民共和国を知るのに役立たずだったり

地図も、モンゴル製のものは大縮尺で細部を知る

には不都合であったりで、思うように事は運んで

いない。

このような状態で「モンゴル紹介」を引き受け

て しまうのは、象を見ず知 らずして、象の絵を画

大崎 正信

いたり説明をするのと同じことに成りかねないの

ではあるが、その点、御容赦願いたい。

(2)モ ン ゴルの魅 カ

私がモンゴルに引かれる所以の一つは、まだ幾

らかの地形的、文化人類学的魅力が残っているよ

うに思 うからである。少ない資料手元にして、登

山史や探検史を紐解いてみても、日本人や西欧諸

国の人々が、モンゴル国内を隈無 く歩き、調査し

た記録は非常に少ない。戦前は、ソ連が、外蒙古

を、日本及び、 ヨーロッパ人が内蒙古を探検した

記録が比較的多いのは、当時の国策の裏づけであ

ろうか。

戦後、日本か らモンゴル登山に許可を得た隊は、

1968年 の東京外語大のハル ヒラー山群遠征が一度

あったきりであるし、外国隊にしても、登山許可

を得たのは、共産圏諸国のソ連や東独があるのみ

で、回数,地域も限られているようである。我々、

外国人に未知なる地域や山が多く残っていること

は魅力の一つではあるが、登山の面白さ、難しさ

については、如何なるものであろうか。

魅力の二つめは、タクラマカン砂漠の向うに見

える天山山脈のように、広大な砂漠や草原の彼方

に浮かんで見えるであろう、アルタイ山脈に対す

る憧れとでもいおうか。日本人の知 らない砂漠や、

大草原に対するロマンが秘められているように思

うからである。

又、個人的には、かつて、ソ連の調査隊や、米

国のアンドリュース調査隊により発掘された中た
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代の恐竜化石の発見に興味をもつ。ゴビ砂漠のよ

うな荒野の地に、かつて、中生代の頃、巨大な動

物であった恐竜達が、住んでいた。その遥か昔の

地史に対する興味があるわけである。

(3)モ ンゴル概 脱

さて、モンゴル人民共和国は、以前、外蒙古と

呼ばれていた地域で、北部はソ連,東部と南部は

中国内モンゴル自治区,西部は新彊ウイグル自治

区と接している。国土は広い草原と砂漠と山岳部

よ りなる高原で、平均高度は 1,600π もある。

大陸性の気候を示し、年較差・ 日較差が大きく

雨量も非常に少ない。

面積は、日本の約 4倍 (156万 5,0001m2)を 有

し、人口は約 155万人、 1平方キロに約 1人 とい

う人口密度は、日本人にはうらやましい。ちなみ

に、 日本人の人口密度は 1平方キロに306人であ

る。

住民の約 9割はモンゴル民族で、容貌は日本人

と良く似ている。ハルハ族 (75%)が大半で、他

に、カサブ族、ブリヤー ト族なども住んでいる。

言語はモンゴル文字をやめ、ロシア文字を使用

t>jrr, ^ T4?l (*l u rFrsrE

1oo'E

N50

″″ヽ

/

している。

政体は、社会主義人民共和国で一院制。単一政

党の制度をとり、議員は四年任期で選挙される。

行政上、18の アイマク (県)に分かれ、それぞ

れ中心都市が決められている。首都は、ウランバ

ー トル市で、以前は、ウルガ又は、イヘ ●フレー

とも呼ばれていたところで、知る人 も多かろう。

農牧業が産業の中心であるが、革命後は工業の

発展にも力を入れている。

日本との国交樹立は1972年 2月 で、外交関係は

まだ 日が浅い。今後の友好を切望 したい。

我々日本人は、戦前の特に革命以前のイメージ

でモンゴルを考えがちであるが、その後の変化は

著しいようである。是非、自分の目で確かめて見

たいものである。

(4) =>l)vafi4
モンゴルの主な山脈の第 1は、西端より東に延

びる長大な山脈『モンゴル ●アルタイ山脈』を上

げねばなるまい。バヤンウルギー県, ホブト県,

ゴビアルタイ県の三県にまたがっており、幾つか

の山群に分けて見ることが出来る。最高峰は、西
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端にあるダボンボク ト 〔旧名 :フ ィティン・ オラ〕

(4,653π )で 198年 にソ連 0モ ンゴル合同隊に

よ り初登頂され、19"年 に同 じくソ連・ モ ンゴル

合同隊により、第二隊がなされている。

西端のバヤンウルギー県の中には、他 に、ムス

ト山 (3,934π ),バ ヤ ン山 (3,477π )の 他、

3,800π前後の山が、 まだ幾つかある。

ホブ ト県の中には、 4,000π 峰のムンフハイル

ハ ン (4,231仇 ),ソ タイ (4,226π )の二座が

あり、 ジルカラン トハイルハ ン (3,589π ), バ

ー トルハイルハ ン (3,575π ), ウムヌハイルハ

ン (3552π ),ハ イダボク ト (3,326π)の他、

3,000π 峰が、数座あるようである。ソタイとム

ンフハイルハ ンには、それぞれ 1975年 と1976年 頃、

モ ンゴル女性隊が登 っていると聞 く。

ゴビアル タイ県には、 ダヤ ン (3,767π )「 ア

ジボク ト (3,767π ),ハ サク トハイルハ ン (3,

582π ), ブスハイルハ ン (3,392π), ハルア

ズラガ (3,144π ), ポー ラルハイルハ ン (3,20

9π ), タイシラ (3,031π )な どあり、他にも

3,000π級の山が、幾つかある。

以上が、モ ンゴルアル タイ山脈の山である。

主なる山脈の第二は、モ ンゴルアルタイ山脈に

続 く、東半分『ゴビアルタイ山脈』である。バヤ

ンホンゴル県から、ウムヌゴビ県にまたがる山脈

で、東部へ行く程低 くなリゴビ砂漠に消えて行 く。

ここの最高峰は、西端のイフボクト (4,000π )

で、 3,000π級の山は、バガボク ト (3,587π ),

バヤンツアガン (3,462π )な どがあるが、大半

は、 2500π以下のものが多い。

2,500π といっても、この内陸の地、モ ンゴル

は、平均高度が 1,600π という高原地域であるか

ら、 2,500π 以下の山は、丘
・
のようなものになり、

登山対象の山としての興味は薄れる。

主なる山脈の第二は、モンゴル中央部、ザブハ

ン県より東部に延びる『ハ ンガイ山脈』である。

最高峰は、オ トゴンテ ング リ (4,031π )で 19

76年 にモ ンゴルの女性隊が登頂 している。国境の

山ではないので、他にも、登頂記録があると思わ

れる。 ここには、他に、 ツアガ ンハイルハ ン (3,

363π ),ソ ブラングハイルハン (3,200π)な

ど、 3,000π の山が、幾つかある。

他に、山脈というより山群として扱 った方が良

いと思 うが、モンゴル西方でモンゴルアルタイ山

脈北側にあるオブス県の『ハルヒラー山群』があ

る。ハルヒラー主峰 (4,116π ), I峰 (3,990

π), Ⅲ峰 (3840π ),Ⅳ峰 (3,550π ), V
峰 (3,680π ),Ⅵ 峰 (?)があり、Ⅵ峰を除き、

すべて、19“年に東京外語大とモンゴル合同隊が

登頂 している。特に、 Ⅱ,Ⅲ ,Ⅳ, v峰 は初登頂

で、主峰は、1959年 のモンゴル隊に続 く、第二登

である。文、この山群中の トウルゲ ンI峰 (3,9

17π )は、1965年 に東独 ●モンゴル合同隊により

初登頂 されている。

以上が、モ ンゴルの山の概略であ るが、何とい

っても、登山の対象と して面白そ うなのは、 4,0

00π峰以上の 6座 と、モ ンゴルアル タイ山脈の西

部 にな ろうかと思 う。地形や登山史の詳細につい

ては、不明な点も多いので、今後の課題 としてお

きたい。

(5)観光・ 旅行ルー ト

私のように、登山を目的に入国許可を考えてい

る人は多いが、今の所、それは難 しい。かつての

東京外語大は、ハルヒラー遠征に10年 の歳月を必

要とし、いざ出発の直前に不許可の知 らせが届き、

大さわぎを したそうである。1972年 の国交樹立後

の今は、特定地域の観光旅行であれば、入国は可

能であるが、まだ、自由にどの地域にでも出入り

出来るわけではない。

入国ルー トには、次の四つの方法がある。

①空路で :成田→モスクワ→イルクーツク→'ウ
ラ

ンバ ー トル

②空路で :羽田→新潟→ハバロフスク→イルクー

ツクー)ウ ラ ンバ ー トル

③船と鉄道で :横浜辱ナホトカ=ウ ラン・ ウデニ

ウランバ ー トル

④空路と鉄道で :成田等北京斡ウランバートル
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このうち②が旅程も1～ 2泊 と短かく、経費も

割に安いようで ある。

日本の旅行業者では、「 日本交通公社」と「 ト

ラベル・ センター ●ォブ ●ジャパ ン」の二社が、

取 り扱っているようである。

又、モンゴル側では、外国貿易省の管轄下にあ

る「ショールチン」という事務局が、観光客に関

する業務を担当しているという。

住所は
マt Zhwlchin"Hotel Ulanbtor

Ulanbator City,

lvIOngOLal People's Republ℃

以上、今回は、概説的な説明で筆を置 く。誤記

もあるかも知れないが、 "は じめに "述べたよう

にお許し願いたい。読者諸氏の御指導を願う次第

である。

(HAJ会 員)

Travels

シカール 。トラベル
ー

″
魅惑の

、_、

イン ド・
、      _ _  ′′

ヒマ フヤ
′

シッキム・ブータン・ガールワール・ クマオン

クル・マナリ・ ラダック・ ネパール・・・・・

への トレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール ●トラベルは、通関・隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承 ります 。

2以卜興瞭TRAVELS PRIVATE LIMITED

1701, Nirmal tovvers

barakharnba road  ne、 v delhi‐ 110001

tel. 42555, 42666 teleX 031‐ 3972  JCIIN

Branch office:Gan」 OCk

Camp offi∝ :ルshnnth&U■ arkaShl

下記のとおり開催いたします。

。日時 6月 30日 (月 )午後 6:30～ 8:30
。場所 HAJル ーム  (高田馬場)

。講師 堀内 立三氏

小林 英見氏

。内容 スライ ドを交じえて「花の谷、ラン

タンを訪ねて」の話をお伺いいたし

ます。

。会費 100円 (コ ーヒー代)・

※ 出席者は事前に電話をください。

6月 定例集会

-13-
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予 告 第 4回 日本ヒマラヤ会議
仙台 7月 6日 (日 )

54年度から、本会主催、日山協後援のもとと開        13:45～ 15:15 トレッキ ングで登れ

始した日本ヒマラヤ会議は、本年度仙台を皮切り                る山をめぐる諸問題。

に各地で開催いたします。                           (ネ パール他,許可,技

御承知のようにこの会議は、 ヒマラヤに関心を                術,高度順化,事 故と

持つ者であれば誰方でも参加できるものです。                 解折他 )

仙台会場については、特に東日本地区の方々の        15:30～ 16:30 特別地域とその入域 ,

参加を期待いたします0                           登山へのアプローチ

≪趣旨≫ ヒマラヤにおける高所登山とその周辺       16:30     閉会

に関して多角的に考究し、その健全な発   ≪参加≫ この会議の趣旨に関心を有する者で、

展をはかることを目的として、この分野       所属,経験等を問わない。 (50名 )

に関心を寄せるすべての人々に向けて開    o参 加費 :2,500円 (資料代他 )

催する。                   。申込み :昭和55年 6月 25日 まで下記に申込み

≪期日≫ 昭和55年 7月 6日 (日 )               のこと。 (期 日厳守)

≪場所≫ 仙台共済会館               ※ハガキに「 日本 ヒマラヤ会議参加申込書」と

仙台市錦町 1-8-17 明記し、郵便番号,住所,電話,氏名,年令

≪主催≫ 日本ヒマラヤ協会              性別,海外経験,計画を記して下記またはH
≪後援≫ 日本山岳協会                AJ事 務局へ。

≪日程≫ 8:_30～ 9・." 受付             
9:30     開会                
9:45～12:00 カンチェンジュンガ      

からの報告  東ネ      
-ル・ ヒマラヤ事情   ≪その他≫

と試登の記録。       1)講 師はHAJ内 および日山協海外委員会の

12:00～ 12:45   昼食          協力を待て精通者を配置します。

12:45～13:45 <研 究>高所登山の    2)当 日、報告書他,資料の領布をいたします。

装備・ 食糧
歯歯文策員歯轟由光蕊尭尭由蕊由由由由山轟尭糞轟由蕊由光山山由文由土土尭糞斑由尭由尭蕊尭尭流尭山

壺   「ヒマラヤ」表紙写真募集    壺
藻| 「ヒマラヤ」表紙の写真は会員の皆様より広   (4)な るべくあまり知られていない角度からの 交」●  ̈                                                _L
藁1募 したものを、毎月一作づつ掲載する予定でお   写真、あるいは未知の地域の写真を期待し

露
魔 ります。ふるって御応募下さい。採用分には全    ます。雑誌、広告等で頻繁に見うけられる よ

ょ:国共通図書券を差 しあげます。           ょぅな写真 (例 :カ ラパタからの工ベ レス 土
」L                                                                      ^。 _

由
≪規 定≫                   卜)な どは御遠慮下さい。

由
■  (1)モ ノクロでキャビネ判以上であること。  由

由  (2)被写体は広義に解釈したヒマラヤ地域のも 糞
」卜                                                 」̂

由   であること。              交
由  (3)未発表であること。                蕊
由                                  山
魔土土由糞蕊糞光土土洗由尭糞蕊蕊由由由由由尭由山由由土由由由蕊糞魔糞由尭由由轟蕊土由魔由山山蕊
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予 告

先月号で予告したように、インド登山財団総裁

H.0.サ リーン氏を迎えて下記の日程によリイン

ド●ヒマラヤ研究会を各地で開催することになり

ました。

当初、 7月 来日の予定でありましたが、政府の

仕事の関係で延期したものです。

研究会の内容は次のように予定しています。

会場・ 時間・ 内容等の詳しいことは追って会報に

発表いたしますので御期待ください。

言己

1.開催期 日

。8月 26日 (火 ) 新東京国際空港着。HAJ主

催による公式レセプション。

研究会 (札幌)。8月 27日 (水 )

7月 1日

本会々員 (監事)の 藤江画伯がネパールを描き

つづけて12年、その成果を一堂にあつめた個展が

開催されます。

山と渓谷社から画伯の「山の画集」が発刊され、

また、画伯の還暦にもあたる記念すべき年にあた

り、本会はネパール大使館、他とともに個展に協

賛することになりました。ぜひ、多数の会員各位

の御観覧をお願いいたします。

協 賛

ネパール大 使 館

日本ネパール協会

日本ヒマラヤ協会

後 援

おい らく山岳 会

。時・ 7月 1日 (火)～ 7日 (月 )

。所・ 銀座アー トホール

銀座 8-110コ リドー街

19“年ヒマラヤ協会の第 1回例会に参加して

初めてネパールを訪れ、 ヒマラヤの壮大鮮列な山

岳美、全都が美術館ともいえるカ トマンズ盆地の

古都、淳朴な人情はタイム トンネルを何10年 も潜

iMF総裁H・ C・ サリーン氏を向えて

イン ド・ ヒマラヤ研究集会 を開催

藤江幾太郎 大ネパール展

。8月 28日 (木)研 究会 (京都)

。8月 29日 (金)観 光・ 他

。8月 30日 (土)研 究会 (名 古屋)

08月 31日 (日 )研 究会 (東京 )

。9月 1日 (月 )観 光・ 他

。9月 2日 (火)HAJ主 催サヨナラ・パーティ

。9月 3日 (水)離 国 イン ドヘ

2.内 容

。IMFか らのメッセージ ・̈ サ リーン氏

oイ ンド登山事情 (登山界・ 歴史・登山教育・

入域事情・他) ・…サリー ン氏

。質疑  IMFに 望むこと。 IMFか ら日本の

登山者に望むこと。

。映画 (ス ライ ド)

。懇談会 (サ リーン氏を囲んで)

(火 )～ 7日 (月 ):東京

り抜けたよ うな錯覚を起 こさせ る素晴らしい もの

で した。私はネパールの虜にな ったのです。71年

には家内を伴い、72年 には工ベ レス トの見えるシ

ャンボチエに、75年 にゴラパニ、77～ 8年には∞

日間の取材旅行で、お釈迦 さまの 出生の地ル ンビ

ニ、居城跡カ ピラを訪れました。 この 5回何時で

もポカラの アム リッセルチ ャン宅 に泊めて貰いま

した。従 って私の制作の多 くはこ こが基地にな っ

ています。

昭和44年、第45回 白日展 (都美術館)に ネパー

ル風景‖、 (B)、 (C)の 3点 (各60号)を 出品 したの

を皮切 りに、以降毎年白日展にはネパールの作品

を出品 しました。 (120～ 50号)今年で12年続 き、

総点数は大作17点となりま した。 これ等の作品を

中心に して回顧展を企画 した次第です。

これ等の作品はネパールによって育 くまれか も

し造 られたものです。 この展覧会を一層意義あ ら

しめる為、 チャリティーコーナーを会場 内に作 り、

皆さんの ご協力をお願い したい と存 じて居 ります。

(藤 江幾太郎 )
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カンチ通信 No。4 4月 1日 ラムゼーにて

3月 24日  昨夕のヒョウが嘘のように晴れ上が

った中を 2時間800π 下って更に750π 登っ

てキャンプ地着。

3月 25日  7時すぎにはほとんどのポーターが

出発。 1時間半で 1,780π のプンプン峠に立ちま

した。ここからは真正面にカンチ山群が見えます。

上部は全 く雪を付けていず、ものすごい迫力です。

今日はキャンプ地の決定で行き違いがあり、少し

でも先に伸ばそうとする隊員側と前例に従おうと

するポーター側との争いになります。この街道は

比較的歩き易いため隊員の足で 1時間先に伸ばす

とポーターの着くのが 4～ 6時になってしまいま

す。

3月 26日  待望のヤンポディンに到着 しました。

最奥の部落です。ここでポーター入れ替えのため

一日停滞です。標高 1,650π。戸数約

“

戸。

3月 27日  ナイケの給料の件で話し合い。結局

ここでナイケも代わるため、ダーランoバザール

から来た 2人のナイケに25×給料を支払う。 リエ

ゾンオフィサーは、ここに泊りたい。上には行け

ないと言 うので食糧等を渡す。今日の情報では一

日前まで西独隊が追いかけて来ていると言 う。こ

こで雇うポーターも、この西独隊の手が廻ってい

るのが多 く優秀なのは集まらないと言う。

3月 8日  8時半出発。いきなりの急登を800

π 2時間半で登ると峠着。いよいよ山らしくなっ

て来ました。しかし峠から200π 下って今日は

早々とキャンプ地に着きました。この辺がこちら

のペースのようです。

3月 29日  7時前には全ポーターが出発。 3時

間の急登で ラミテの峠着 (3,250π)こ こまでに

竹林が続き、その中にスミンに似た紫の小さな花

が咲き乱れていました。又、真紅の地に自や、 ピ

ンクのラリグラスもありました。 3,000π に近く

なるとさすがにラリグラスの樹も日本のシャクナ

ゲのように細くなって来ました。ラミテの峠から

200π ほど登り北面側に下り始めると残雪が 3,

000π ラインまでありました。シンブーコーラに

降りて右岸に渡った所がキャンプ地です。この 日

行程が長すぎたよ うです。そして洸 々とした月夜

が夜半12時頃より大雨 となりました。

3月 30日  昨夜の雨と昨日の行程で遂にポータ

ース トです。 しか し菊地のネパール語による説得

でようや く解決。 シンブー河の右岸沿いの道を 5

時間半でようや く「 ツエ ラム」に到着 しました。

しか し、喜んだのも東の間で 3時頃より 5時間雪

とな り、草原 も一変 して冬山と変わ りました。

3月 31日  一面の銀世界。ポーターは停滞とし

隊員 6名 とシェルパ 1名で「 ラムゼー」まで トレ

スして来ました。

4月 1日  キャラバ ン20日 目に して、ようや く

「ラムゼー」に着 きま した。カブルーや ラ ドン・

ピー クのほぼ真下の対岸になります。ポーター賃

金の支払いで一 もめ しましたが、ここで∞名のポ

ーターを全員解雇 し、いよいよ、隊員、 シェルパ

とカ トマ ンズから連れて来た、キ ッチ ンポーター

で 3日 先の Bo Cま で ピス トン輸送にな ります。

この ラムゼーには、先行 したメキシヨ隊の荷が少

し残 っています。次回はベース・ キ ャンプより隊

員の紹介を行います。 ここラムゼーか らは、まだ

カンチは見えません。

雪降るラムゼー (4,300π )よ り (山森・ 記)

‐|■■■塞菫象

● _・1市T

1980.416 B.C(ヤルン氷河 5,000π )にて

前列左より角田・八嶋・山森・菊地

後列左より若尾・片岡・ 山田
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カンチ通信 Noe 5 4月 16日 B.Cにて

4月 15日  待望のベースキャンプ入りを果たし

ました。とは言っても隊荷のほとんどは、まだヤ

ル ン氷河の中流にあります。前便を書いた後、残

ったポーター13人の内 7人が賃金の不満からメキ

シヨ隊に逃げてしまい我々のポーターは 6人とな

りこれも薪切り用のため荷上げには使えません。

ヤル ン氷河上に設けた「 トランスポー トキャン

プ」「デポ地」と2ケ 所への荷上げは14人の隊員

とシェルパで行いました。 1日 平均 300k9の荷

が上がりますが、総隊荷 2.5tを デポ地 (4,900

π)ま で集結するのに 2週間かかった訳です。

この間、メキシコ隊は B・ Cか ら上にルー トを

伸ばし、西独隊 (西独、オース トリア、スイス、

ポーランド)は我々に追いついて来ました。この

狭いヤル ン氷河の中で 3隊が競い合っている状態

です。とにも角にもダーラン・バザールを出発 し

て34日 目にしてカンチ西壁の真下 5,000π に B.C

を設けた訳です。恐しい所です。

さて、その譴日のキャラバンを耐え抜いた我隊

のメンパーを隊長の独善と偏見で紹介しましょう。

①片岡邦夫 (26)渾 名 :上人 :一度はカンチを

諦めて高知の田舎へ帰える予定であったが、去年

所属する法大のルプガールサール遠征 (隊は成功

したが本人は登頂できなかった。)の後、インド放

浪の旅の折、煩悩の多くを解消しネパール入りし、

急拠偵察、本隊に参加することになった。最年少

隊員らしく良 く喰い良く運ぶ。別名コキの片岡。

②角田不二 (27)渾 名 :編集長 :ご存知「ヒマ

ラヤ」編集長。若い頃ネパールを街廻 したのが病

みつきとなリカ ンチ計画に参加。 トレーニングで

参加した `78H A J登 山学校では、急逝した登攀

隊長の代役を努め隊を成功に導いた。一見老成し

ている印象ながら若さを露見しやすいところが魅

力となっている。 `81ポ ス トにガンガプルナの計

画をもっている。別名ヤルン氷河香りの角田。

③八嶋寛 (30)渾 名 :ヤ シマカン: `75ア ンナ

プルナ S。`■にはHAJの 2つの登山学校 (ヌ ン

と トリスル)に参加した豪の者。山以外にはあま

り興味を持たないと思われていたが、このヤルン

谷に入ってから詩人となり、皆の語録について詩

的評点をつけるようになった。帰国 したら何やら

ありそうな雰囲気を漂よわせている。隊一の早足

と、早寝、早起き。 (宮城)

④山田昇 (30)渾名 :デカ長 :`75カ ラコルム街

後の旅を経て、̀78ポ ス トにはダウラギ リIの サミ

ッターになった。繊細なのか豪腹なのかとらえど

ころがないが、外人との会話の中で時折り「ホイ

ナ」と口をついて出るなど、まだまだヒマラヤ登

山とは縁が切れそうにもない男。 (群馬)

⑤若尾巻広 (30)渾 名 :原 人 :悪名高いカンチ

ェンジュンガベースキャンプまで長靴で通し、現

地ポーターを呆然とさせた。年の割には良 く食べ、

飲むので一日置かれている。ヒマラヤ登山は今回

が初めて。 (長野)別名さわりの若尾

⑥菊地薫 (34)渾名 :パ ラリンピッカー :ネ パ

ール滞在が長く、カンチ計画を支えて来た。今回

は、 5年振りの本格的な登山となったが、長年蓄

積して来た経験と現地生活に慣れ親 しんだ身体と

を駆使して、偵察隊を リー ドして来た。ベースキ

ヤンプまでギターを持参しなかったことを後悔し

ている。 (宮城)

⑦山森欣一 (36)経験者ばかりの隊をまとめる、

幸運な男。過去 2回の遠征のいづれにも失敗 し、

偵察ながら今回は成功させたいと思 っている。唯

一の妻子ある身。 (東京)

以上簡単に紹介を終わります。

さて、本番の縦走ですが、 7人全員が困難では

ありますが充分可能性があると観察しています。

西独隊のヘルリヒッコファ隊長も我々の来年の縦

走計画に多大の関心を寄せ「成功を祈る」旨メッ

セージがありました。

残された短い日数で偵察活動を行い成果を持ち

帰えりたいものです。

雪崩の音が絶えない Bo Cよ り (山森・ 記 )
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遠征学入門

隊の構成と運営

清水 澄

前 2回では、隊の組織にとっては結局は個人が

大切であることを述べた。今回はそれに基づいて

隊を動かす具体策にふれてみたい。

その前に話は変るが現在、特別事業委員会が派

遣 しているカンチェンジュンガ縦走の偵察隊のこ

とを少 しだけ書こう。偵察隊はヤルン氷河をつめ

て活動中であり、メキシヨ,西独の 2つの登山隊

とも良好な関係を保ちなが ら、偵察行動を行 って

いる。カンチェンジュンガ南峰→中央峰→主峰の

縦走は充分可能性があると云って来ている。出来

ることなら8,200π まで登って更に詳 しくルー ト

の状況を調べる筈である。この偵察隊及び明年の

本隊は、目的の達成は勿論であるが、 EXP研 が

追い求めるより良い遠征の研究実践の一環として

も、重要な意義を持 っている。偵察隊は非常に有

機的に且つチームワークよろしく運営されている

し、現地からの報告は直ちに本隊の準備活動に生

かされている。これは構成員個々の秀れた能力と

いうことよりも、理念と目的意識が確立されてい

るからこそ出来ることであろう。本篇で筆者が著

わすことは、カンチェンジュンガ隊に於けるもの

の確認でもありたいと願っている。

隊の役務構成について

ここでは隊の構成員である個々が受けもつ役割

(隊務分担)について考えてみたい。個々の役割

が重要なことは前回にも述べた。そこで役務名だ

けでは内容のはっきりしない役割について、その

性格とか考え方を明らかにしたいと思う。

総隊長 遠征隊がどのような分野を目ざすもの

であろうと、最高責任者は隊長である。その隊長

の上に、わざわざ総の字をつけた隊長 (或 いは隊

によってはそれでも足 りなくて総指揮などを置 く

場合もある)を置 くのは主として大きな組織の派

遣母体、又は壮大な規模の遠征隊の場合に多い。

この場合の総隊長、又は総指揮の役目は、隊内外

の鎮めとかスポンサー対策などであり、隊の実務

指揮はとらないのが普通である。つまリステイタ

ス ●シンボルという訳である。ただし規模の大き

な探検隊などで、いくつかの支隊が出る場合は、

話は違う。

登攀隊長 登山隊では登攀隊長を置 くことがあ

る。登攀に限らず、隊 D運営,進行の総てを受け

持つのが普通である。やはり規模の大きな隊に置

く場合が多い。隊長はステイタス・ シンボルとな

るか、対外的な渉外や雑務を行う。 しか し総隊長

などは完全にステイタス・ シンボルであるのに対

し、この場合の隊長は幾分か隊務に係わる余地を

残している。こうなるとリーダー・ シップは少々

面倒なことになるが、直接の指揮権は現場監督と

も云うべき登攀隊長に任されるのがよい。

企画 最近こんな名目の役割を見かけるように

なった。企画は派遣母体を含めた総体でのもので

あろうが、隊員中で隊長,副隊長に代 って中心と

なって推進 して行 く人に与えられることもある。

種 雑々多な隊務の発案,処理を司どると考えれば

よいであろう。勿論、隊長の補佐役であり、遠征

のデザインを 1人でどうこうするという役目では

ないことを心得るべきである。

戦術 隊に於ける戦術は指揮者が考えているべ

きものである。またその指揮者に影響を与えるよ

XIX
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うな大筋でのタクティックスは、総体で研究を行

って来ている筈である。更にその根本は、遠征の

デザインということになろう。それなのに敢えて

戦術などという係を置くのは、隊員数に余裕があ

り、隊の規模 も大きくて、隊長が多忙を極める場

合である。隊の現状把握のための物資の残量、荷

上げの状況、隊員の健康状態とローテーション、

ルー トと気象の状況などを統計し、隊長の指揮、

命令に資する。また細部でのタクティックスに関

し、相談のあった場合はそれに応ずる。あくまで

も補佐の任であり、この役務が隊の戦術を切 り盛

りするものと考えてはならない。

登攀 リーダー これも最近の組織的な隊でよく

聞くようになった。考えてみるとこの言葉自体不

思議な合成語だが、任務もまたはっきりしない。

勿論、登攀隊長 と同義ではないし、戦術担当とも

明 らかに違う。一線にあって、ルー トエ作などを

行 う数人のグループとかパーティの リーダーとい

う程の意味で、行動中の現場判断とか統制を任さ

れた人と考えればよいであろう。普通複数の登攀

リーダーがいて、彼ら現場のナマの意見は隊長(又

は登攀隊長)の細かな戦術の決定と指揮の上に、

大きな影響力を与えるが、その肩の荷を軽減する

という性格の役務でもあると思える。

荷上げ管理 隊によって与える名称は多少異な

るが、こういった役務を置 く隊もある。またこの

役務を置かない隊では、隊長,副隊長,登攀隊長,

装備係又はその他がきちんとこの役目を果してい

なくてはならない。上部キャンプに上げるべき物

資のアレンジ、各キャンプの在庫量と消費量、総

体での残量などを常に適確に把握 していて、補給

線に切れ目を生 じないように務めると共に、アタ

ック時期とか遠征期間延長の可否などの決定に資

する。更に必要であれば麓の街からの補給も行 う。

遠征は補給なりと言われるように、この役務は隊

の死線を制するものである。

この他にも数々の役割があるが、それらは比較

的内容もはっきりしていると思 う。いづれも要は

各係が有機的に連係を保つことであるし、いざと

なったらとって代われるように研究し、精通 して

いるべきである。

隊の運営基本

隊を運営 して行 く上で大切なことは、それぞれ

の役務の分野はその係に任せることである。無関

心というではなく、仕事の内容や進行の度合いは

よく理解 した上で、それぞれの持場を尊重する態

度が必要であろう。勿論、隊総体としてのバ ラン

スは重要であり、常に理念,デザイン,予算など

にフィー ド・ バ ックさせて処置を行 うべきである。

よい運営はよいチーム・ ワークで果 されるのは

当然であり、そこにお互いの人間性を理解 し、心

を許 し合 っておく関係が大切となる。このことは

隊組織の項でふれたので重複はさける。

さて隊の命運を左右する程の重大な局面で、ど

のような決定の し方をするかは、大きな問題であ

る。1975年のHAJガ ルワール隊でのこと。憧れ

のナ ンダ●デヴィ内院へはやって来たが、登山許

可はチャンガバン。しか し全隊員の心はウッタル

リシ氷河の奥の山々に執着している。日本国内で

は、内院入りに際して先発隊がチャンガバ ンをチ

ョコチョコッと偵察し、登攀不可能 という結論を.

出して、我 らの目標の山々へ転進 しようという統

一。言わば欺満作戦であり、 リエゾン・ オフィサ

ー対策は隊長一任。現地に来てみるせ リエゾンは

非常な人格者で、遠征隊はチャンガバ ンに登るも

のと信 じきって、誠心誠意尽して くれている。そ

の心に打たれて自分に恥 じ、転進はチャンガバン

登攀後でもよいではないかと心の中。しかし初志

貫徹を主張する隊員も多 く、ケンケンガクガクの

論議。国内での方針を盾にとる者,チ ャンガバ ン

の登攀方法を盾にとる者,登山期間の不足を危惧

する者等々。 リエゾン側に立つ者 もない訳ではな

いが、大勢は即転進論。隊長の決定には従うとは

いうものの、なるべ くなら我が意の方にと圧力を

かけるのである。転進を願い出る心の中で、 リエ

ゾンに当方のさもしい心を見透かされたようで心

の痛んだこと。

あんな山中まで行ってこれだけの思い切った議

論を しても崩れなかったチーム 0ワ ークを評価す

るか、隊長への信頼が足りなかったのか、それ程

の論議をさせた運営方針がまづかったのか、読者

はどう考え られるだろうか。
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～――― ヒマラヤ閑話 (31)

美しい花の物語をするのにまことに無粋なこと

に、政治の話からとりかかることにする。

18世紀、19世紀にヨーロッパ、アメリカヘ茶が

輸出されていた。輸出国はいわずとしれた中国で

ある。買手はイギリスであり、その茶貿易を一手

に引受けていたのがイギ リス東インド会社である。

18世紀にはまだまだ高価だった茶も19世紀に入る

と量も増え、大衆の口に入るようになった。

この茶の代金の支払いは銀である。イギリスの

商船は茶を積んで西へ向い、銀魂を積んで東へ向

った。茶の需要が高まるにつれ、銀の流出量も多

くなる。銀の代りに、中国へ何か商品を売りたい

が、うまい商品がみつからない。

そこで開発された商品が、インドで栽培された

アヘンであった。このアヘンもイギリス東インド

会社の独占であった。専売制になったのも1773年

である。18世紀末には茶の輸出が急激に伸び、そ

れにつれて、アヘンの中国への輸出も急激に伸び

ていった。

18譴年には、イギリス東インド会社の独占が く

ずれたが、イギ リスが茶とアヘンの貿易を握って

いたのは事実である。ここで18田年には、中国は

アヘンの輸入増大に怒って、すべての外国との貿

易を禁止し、イギリス側が保有していたすべての

アヘンを押収 した。イギリス側は譲歩し、 3万箱

を引渡して、棄却したが、中国側は承知しなかっ

た。そこで1840年ついにイギ リスは宣戦した。こ

れがアヘン戦争である。

1841年 5月 には広東が占領され、182年 6月 に

は上海が占領され、 8月 には軍艦が南京に追った。

ここで講和が成り、ホンコン島の事実上の割譲お

よび夏門,福州,寧波,上海の四つの港をイギ リ

ス貿易港として追加開港することが定められた。

か くて,奥地へ入ることはまだ外国人には禁ぜら

花を求めて

水野 勉

れていたが、広東以外に四港が開かれた結果、イ

ギ リス人はこの五港から

"マ
イル くらいまではな

んとか入ることができるようになった。

18盤年の南京条約の結果に。イギ リスの園芸協

会は中国へ入るチャンスを得て、急激に活動を開

始 した。そのとき協会の指導的地位にいたジョン

0リ ープスは中国コミティーを組織 し、植物採集

者を派遣することに定めた。えらばれたのが、ロ

バー ト・ フォーチューンである。

かれは1812年 に生まれ、18"年 にはエディバラ

の王立植物園に入り、有名なウィリヤム ●マクナ

プのきびしい指導を受けた。かれは中国において

植物採集に従事するようにえらばれたが、かれの

極東における旅行は19年 間にも及んだ。

かれはその旅行に関する四冊の本を書いている。

Thiee bヽas Walderngs h the Northe_

rn PrOVinOeS Of Chna (1847); A JOuri

W tO Tea COuntri∝  Of Chha(1852);
A R∝もence Among the CImlese(18");

Y“O ald Pekhg(1863)ま た 18“ 年以後

に発行 された。Gardemrs' Chrmib誌 や he

Journal of the R9d Hortatural Soc

tサ 誌上に数多 く寄稿 した。

かれが発表 した文章は非個性的なもので、その

文章か らかれの性格を知ることは極めてむずか し

い。かれの著作がその重要性の割に人気がないの

も、あまりにもフォーチ ューンとい う人間が読者

にとって冷淡す ぎるか らであろう。かれはつねに

熱心に手紙を書き、ノー トをとり、 日記をつけて

いたが、その大部分はかれの死とともにその家族

によって処分 されて しまった。じつに残念である。

これ らの ノー トや手紙や 日記が残 っていた ら、か

れの業績はもっと高 く評価 されたか もしれない。

18慇年 2月 26日 にかれは船エム号に乗 って出発

ヽ
ｌ

ノ

９
“

／
Ｅ
ヽ
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したが、その三 日前にかれは園芸協会からの長い

指示書をうけとっていた。この指示書は非常に興

味あるもので、らこに全部を紹介 したいくらいだ

が、それではこの項がいつになったら終るかわか

らない。 しかし、省略するわけにもいかない。要

点だけを記 してみる。

出発して帰るまで、年俸 100ポ ンドとする。

派遣の主たる目的は、英国内でまだ栽培されて

いない品種のうち、美しい植物あるいは有用な植

物の種子および標本を採集すること、中国の園芸

および農業に関する情報と併せて気候の性格と植

生に与えるその影響に関する情報を得ることの二

つである。

これらの目的のために、行動のすべてを詳細な

日誌につけること、観察したこと、それに関する

意見などを毎日ノー トすること。これは後になっ

て遠征記録が他の会員のためにまとめられるとき、

その資料となるのである。

あらゆる機会を利用して、家に手紙を書き、そ

れらには連続番号を付すること。日誌の中に取り

入れた資料を出来るだけ多く、手紙の中に具体的

に書き入れること。こうすれば、、協会は遠征の経

過を判断し得る。すべての手紙は正副二通作り、

別々に送ること。僻遠の地からの通信にはアクシ

デントが起きやすいからである。

その他、じつにこまごまとしたことまで指示し

ている。これによると、中国の膨大な植生につい

て殆んど知っていないことがわかる。この委員会

は、その当時のヨーロッパにおいては、もっとも

中国の園芸についての権威ある人々によって構成

されているのにかかわらずであった。フォーチュ

ーンをはなれて考えても、この指示書はじつに興

味ある、重要な書類である。

ロバー ト・ フォーチューンはたしかに植生にお

ける傑出した植物採集者であった。かれはつねに

冷静で、いかなる苦難にもゆるぎもしなかった。

性格的にいって、ユーモアなどひとかけらも持ち

合せていなかった。その代りに、かれは虚栄心も

持っていなかった。かれの著作の文体は直裁的で

あり、変な飾り気もない。

最初の旅行で、フォーチューンが中国の内部深

く入れなかったのは、その当時の状況からして当

然であろう。他の ヨーロッパ人から、どの辺へ行

けば、植物採集が成功するかという情報を全 く得

ることができなかった。

フォーチューンの最初の著作の「Northem P‐

■OⅥ∝∝ 」は明らかに正 しい内容を伝えていない。

かれが行 った最北の地は粛州であって、それもた

った一度である。かれは「北」といったのは、「

上海」であった。かれが考えていた中国はずっと

南の地域だけであった。このはじめての旅行もホ

ンコンから出発して、反門,寧波,舟山などを探

ったが、非常に成功であった。条約港から30マ イ

ル以上遠 くには行かなかったけれども、かれの採

集した内容はじつに質が高かった。これはかれの

正確な判断によるのだろうが、これ以後の旅行に

おいても、この質の高さは変らなかった。

かれが英国へもたらした最初の花はA“lmme

JapOmCaで あるといわれるが、この花はどういう

花であろうか。また、かれが好きだった花 (英国

へ紹介 したうちで)はWdgeh rOSeaと され、こ

れは日本原産だそうである。どなたか知っている

方があれば、日本名を教えていただきたい。いず

れにしろ、フォーチューンと日本の草花が関わり

あったことは心楽しい。

1846年に英国へ帰って、フォーチューンは18侶

年にはふたたび中国へと渡る。今度は東イン ド会

社から依頼を うけた。今度の旅行の目的は、中国

茶をインドに紹介することであった。東インド会

社はシッキムとアッサムで茶の栽培をしようと目

論んでいた。英国での茶の需要が増え、その輸入

代金をまかなうほどアヘンの諭出が増えなかった

のである。これは英国経済にとっては重大な仕事

であった。結局、かれは1851年 2月 に自ら 2,000

本の茶の苗木、 17,000本の発芽したばかりの実

生の苗、 6人の製茶の専門家をたずさえて、カル

カッタにやって来た。

1852年末に、東インド会社はふたたびフォーチ

ューンに中国へ行 って茶の種子と苗を採集するよ

うに依頼した。1853年 から1856年 にかけて、かれ

は第二次遠征に従事した。この旅行は前の二回の

旅行に比べると不振であったが、それでも、英国

での新しい交配種のシャクナゲの育生に重要な役

割を果したRЮttndron Fottmelを もた らした。
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ヴェリエル x-)vu 4 >4.fii●

連載 (10)

転身・訣別・離反 ～その4～

藤井  毅

≪「私の最も近 くに住むイギ リス人の隣人は百

マイルも彼方のことで、私はそのような中で、 ト

ライプの人々と共に働きくつろがねばならなかっ

たのである。

更に私には、役人・ 宣教師のどちらも持ちえな

かった程の利点があった。私は単に人好きのする

愛想の良い、誰にでも何にでも興味を持つ風変り

な男であり、彼らにとって私は思いついたことは

何でも話すことのできる人間だったのである。

私はまさにブーミア・ サーハプ (Bhumね ―sahib

=土地の旦那程の意味)であった。

民族誌学者が受けることのできる最大の賛辞を

パーンダリアー地区の一人のバイガか ら受けたこ

とがある。私達は彼の村を訪れ非常に暖かく迎え

られたのだが、役人が巡察にや ってきたときのよ

うな大騒ぎに特別扱いの歓迎行事 もなされなかっ

た。私達―行のひとりがそれを話って村人に言っ

た。 "重要人物に違いないサーハプがいらしたの

にどうしてしかるべき歓迎の準備を しないのか "。

そのバイガは笑って答えた。
ttそ

の人はただのバ

ラー・ バーイーなんですよ"一 それが私の普通

の呼び名であった
一

ttあ
の人がやって来ても、

ああ あのバラー・ バーイーが来たのか、.な ら別

に気をつかわなくてもいいだろう……、という位

身内同然の普通の人なんですよ "。 ≫

(TL.B典嬰上 London,19".repr.New lb‐

rk,AMS,1979, xx破 .)

1930年 代、植民地下のインドでイギ リス人であ

るエルウィンに対 して語られた言葉である。

中央イ ン ドはエルウィンにとって、 まさにその

思想の揺笙の地であった。そこで見聞きしたもの

は彼を変え 、やがて根付いていった。後年彼が展

開 していったその関心・ 問題意識は、すべてこ′の

中央イン ドでの生活に源をたどることができるの

である。 しか し同時に、終生エルウィ ンにつきま

とい離れ ることのなかった、「分離主義者」 とい

う批難 も、 この時期の産物であったのである。

連載 《余録》

エルウィンがNEFAに 招聘され、その政策決

定と実施の中枢に関与するようになったのは、死

のわずか十年前、19譴年のことであった。そして、

その十年間の仕事とそれへの評価のみが一人歩き

し、彼のたどった軌跡 と具体的な仕事は触れられ

ることな く、ある片寄ったイメージが固定化され

てきて しまった。すべての人 が々限定された特定

の問題を深 く理解するというのは困難なことであ

り、それはある面で仕方のないことなのかもしれ

ない。ましてそれが、エルウィンという複雑な生

涯を送った一個人にかかわることであればなおさ

らのことであろう。

最近、エルウィンがその死の十年前よりかかわ

った地域にも関心を持つ人々が少数ながら登場し

てきた。それ自体は皆無の状態に比べれば歓迎す

べきことなのかもしれない。しかし、問題はその

質である。容易な方法によるルーツ探 しや
(`探

検"

気どり、あるいは「未知」や「秘境」を声高に語

るだけでは意味をなさないであろう。個人的レベ
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ルでの「未知」を社会的 レベルで通用させてはな

らない。それは彼の地に暮す人々にとって無縁で

あるばか りか、迷惑を及ぼすものですらある。N
EFAに 至 る以前のエルウィンの足跡に固執 した

のは、その ことへの抵抗といえば大げさになる試

みであった。

エルウィンが二十年以上暮 した中央イン ド、そ

こは多くは丘陵域であった。そして十年の歳月を

過したNEFA(今 のアルナーチャル)はまさに

東部ヒマラヤの山懐である。そういうエルウィン

にとって、 “山"ないしは
ttヒ

マラヤ"は どうう

つり、どの程度の関心を抱いていたのだろうか。

彼はその文章の中で自然を描きその美しさを讃

えることは全 く無かったわけではない。た とえば、

中央インドに定着した最初の頃、自分の暮す周辺

の自然を描いた文章は今 もってその風景とジャン

グルの熱気 までも街彿とさせるものがある。 しか

し、彼にとってそのような自然が魅力的に映った

のも、あ くまでもそこに魅力的な人間が暮 してい

たからである。無人域の自然には彼はほとんど無

関心であった。

エルウィ ンの関心は徹頭徹尾そこに暮す人間に

あり、彼 らの抱える問題とそのすばらしさを描 く

ことに総括 しているのである。そこでは
tt山 "や

tt丘
陵 "は まさに生活の場 としてのものであり、

その範囲内での関心しか払われなかった。東部 ヒ

マラヤの山 々もモーンパー (Monpa)の 人々が暮

す土地にそびえる単に雪を頂いた
tt山 "で しかな

かった。

東部 ヒマラヤの山麓域に関心を抱き何らかの手

懸りを得ようとするとき、エルウィンの執筆・ 編

集 した著作は確かに有難いものである。しか し、

皮肉と言うべ きか、彼自身 “ヒマラヤ"に は生活

域に存在する
tt山 "と いった程度の関心 しか抱い

ておらず、
tt登

山 "と は全 く無縁であったのであ

る。

エルウィンが死に先立つ十年間に執筆・ 編纂 し

たNEFAに まつわる文献は、行政府にかかわり

以前とは全 く異 った条件下で生活しなければなら

なかったため、中央イン ド時代のものと比べると

かなり異質なものとなっている。そこにはもはや、

一カ所に長期間暮すことによって得られる生活記

録に類する著作は存在 しない。そのほとんどが総

花的なものでしかない。ある意味で、中央インド

での幸福な時代は終りを告げていたのである。 し

か し、連載第一回で記 したように、彼はその自分

自身の変化、その抱え込まざるを得な くなった矛

盾 には十分気付いていたのである。それでいてな

おかつエルウィンを支えていたものは何であった

のだろうか。それはその地に暮す人々とその抱え

る問題への大きな関心であったのである。そして

それは中央インドで培われたものなのである。

tt山 "な いし
てtヒ

マラヤ "と いう単語をとうと

う一回も使 うことなく、連載は十回を数えてしま

った。この「小伝」も彼が中央イ ンドに定着 し、

NEFAへ と向う第一歩を踏み出 したところまで

を跡付けた段階で、一時小休止させていただきた

いと思う。次回は、1954年にNEFAに 迎えられ

てか ら1964年の死去までの十年間に焦点をあてて

考えてみたい。

≪余録≫に書いた通り、ここでもう一度私達の

その地方への認識の質と、エルウィン自体の仕事

をも再検討 してかからねばならないのである。

エルウィンが関心を抱いた人々にとって、では

いったいエルウィンはどのように映ったのであろ

うか。そして、彼の抱えこまざるを得な くなった

矛盾とは何であったのかということは、未だに回

答のでない問題なのである。

一第―部終リー
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事務局日誌

摘 要

「 ヒマラヤ」 103号印刷依頼

カンチェンジュンガ遠征隊合宿 (剣

岳)、 会計事務整理

∞年登山学校合宿 (富士山)

会計事務整理

摘 要

5.13 岳人編集部との打合 (東京)、 事務局

協議 (ルーム)

第 4回 日本ヒマラヤ会議企画

都岳連評議員会、山書の会ルーム使用

資金対策 (金沢 )

「ヒマラヤ」 103号印刷完了、岳人・

山渓等にインフォメーション依頼

インタビュー (イ ンド政府観光局)

「ヒマラヤ」 103号発送

藤江先生 と展覧会の件協議

第 2回東京定例集会 (ルーム)

「ヒマラヤ」各委託店へ委託

財務協議 (名 古屋 東京)

″  (名 古屋,東京)、 カンチェン

ジュンガ委員会 (ルーム)

ヒマラヤm104(7月 号 )

昭和55年 6月 10日 印刷 55年 7月 1日 発行

発 行 人  柴 田 金之助

編 集 人  伊 東   満

発 行 所  日本ヒマラヤ協会

〒 160東 京都新宿区高田馬場3-8-1-∞6

名簿作成事務

財務協議 (名古屋)

―一 寸  感 ― 一

最近中国の山がよく話題になる。JAC隊
も北稜と北壁か らのチョモランマに成功し、

また数隊の日本登山隊にも許可が来ているよ

うだ。

中国も登山を観光資源として開発しつつあ

るようだが、情報量が少ない事 にもより、未

知なる事が数多い。

今月は、 ヒマラヤ山脈の北側、中国とモ ン

ゴルについて特集を組んでみた。幾許かでも

参考資料として使用されれば幸甚である。(I)

原 稿 募 集

ヒマラヤ(中央アジア含む)の各地域の社会情勢・現地事情 (入山事情 )の変化、日本を含

む各国登山隊の動勢、その他気のついた事をお知 らせ下さい。 ニュースソースも併記して下さい。

紀  行  遠征、 トレッキング、旅 etc・・・…。

ヒマラヤ及びシルクロー ドに関する地域なら何でも結構です。
(記

録 "ではなく
tt紀

行 "と してお気軽に

御投稿下さい。 400字詰原稿用紙 6～ 8枚程度 、横書きでお願いします。

日本からヒマラヤから  ヒマラヤ等に出かけた際の印象、現地からの便 り、ヒマラヤに関して日頃思っ

ていること何でも結構です。「 ヒマラヤ」編集部やHAJに対する提言などもお寄せ下さい。

またヒマラマ地域へ出かけられる方、ハガキで結構ですから御一報下さい。

★ 投稿は会員、非会員を問いません。採用分には掲載誌を贈呈致します。

§
§
§
§

-24-



ヒマラヤヘの装備

― 一

~~)

○遠征隊の装備、相談にのります。

づ幹 五口万″:スだ―〃
●新宿登山本店 /〒 160東京都新宿区百人町 2-2-3● 03(208)6601、代|

●新宿西口店 /〒 160東京都新宿区西新宿 l-16-7● 03(346)0301

0水道橋ハー トギアンヨ ノプ /〒 101東京都千代田区三崎町 2-3-14803(264)5575
0水道橋 ソフ トウエア ンョ ンプ /〒 101東京都千代田区三崎町 2-8-6● 03(264)8901

0大宮店 /〒 330埼玉県大宮市宮町 2-12380486(41)5707

●高崎店 /〒 370群馬県高崎市新町 105●0273(27)2397

0 1CI通販部 /〒 160東京都新宿区大久保 2-19-lo東和 ヒル内●03(200)7219
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0千代田区有楽町日比谷バークビル  〒loO● (03)2i4イ 637

0中区常磐1-2関内日本ビル    〒231● (045)651-2074

0東区備後町松豊ビル       〒
"1●

{00)2“ -17静

0葺合区布引2-1-3新布引ビル   〒651● 070)222-1919

010多区博多駅前1-3■ 1八重州ビル 〒812● ("2)471イ 172
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ヒマラヤとアルプスヘの登山は、名古屋の群井(HAJ会員)ま で、お問い合わせ下さい。

名古屋●中村区名駅四丁目7-35ホ テルニューナゴヤ 747号室 〒4508052)583-0747
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